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◆帆苅謙治委員 おはようございます。今、説明のあった水稲晩生新品種につい

て、わが自由民主党の幹事長からも代表質問があったと思いますが、平成 27 年

度から試験的にやると。平成 29 年度から一般販売するということになっており

ますが、大体、新品種は、わせだったり、晩生があったりすると。この水稲晩生

新品種というのは、どの程度、期間を置くといいますか、収穫時期はどのくらい

になるのでしょうか。 

 

◎渡辺広治技監(農林水産部) 平成29年度に一般販売を目指しております晩生新

品種の成熟期ですけれども、コシヒカリに比べて１週間程度遅いと想定しており

ます。 

 

◆帆苅謙治委員 そうすると、わせと晩生といいますか、刈り取りの期間という

のはどの程度あるのですか。１か月はないのでしょうか。 

 

◎渡辺広治技監(農林水産部) わせと平成29年度に一般販売する晩生新品種との

作業時期の幅ですけれども、わせ品種のこしいぶき等からスタートを切りますと、

大体、２週間から 20 日程度ではないかと思いますし、極わせを加えれば、さら

に作業時期が広がると見ております。 

 

◆帆苅謙治委員 長ければ長いほど、農家も助かるということなので、１週間程

度なのかと思ったところでもございます。いずれにしても、１か月内くらいに刈

り取りは終わるということなのです。これは、試験的には作ったのでしょうか。 

 

◎渡辺広治技監(農林水産部) 平成 24年度から３年間、現地で試作を繰り返して

まいりました。 

 

◆帆苅謙治委員 食べてみましたか。 

 

◎渡辺広治技監(農林水産部) 平成 24 年度、平成 25 年度と幾つかの品種、それ

から平成 26 年度は二つの品種に絞り込んでおりまして、今、最終的にどちらの

品種にするかを選定しておりますけれども、試食は私どもでしております。 

 

◆帆苅謙治委員 個人差はあるのでしょうけれども、味はどういったものなので

すか。 

 



◎渡辺広治技監(農林水産部) 最終的に絞り込んでいく過程の中でございますけ

れども、どのように申し上げていいのか分かりませんけれども、食べてみておい

しいということは言えるかと思っております。 

 

◆帆苅謙治委員 おいしいのでしょうね。だけれども、これは例えば、飼料用米

であれば幾らでも取れるものを作るのだろうし、コシヒカリや越路早生などいろ

いろな品種があると思うのですが、収量はどうなのですか。 

 

◎渡辺広治技監(農林水産部) 晩生新品種の収量ですけれども、現在、想定して

選定している品種につきましては、コシヒカリ並みの収量と見込んでおります。 

 

◆帆苅謙治委員 それとネーミングも話題になっていましたよね。そういう検討

チームといいますか、だれかに任せるとか、そういう手法でやっていくのですか。

それとも、ハイカラなどという言葉は、はやらないかもしれないけれども、そう

いうものがいいような話も聞いていますし、目黒農林水産部長もけっこう長くな

りました。こういったことを言うと、またおかしい話ですけれども、目黒１号と

か、千早１号とか、そういう斬新（ざんしん）な名前といいますか、どういう検

討方法で決めるつもりなのですか。 

 

◎渡辺広治技監(農林水産部) 晩生新品種の名称ですけれども、小野議員の代表

質問にも知事が答弁されましたような、語感や文字の意味や斬新さということも

含めて、さらには輸出等も視野に入れて、主要言語でのネガティブチェックをし

ていきながら、部内のプロジェクトチームで素案を立てて、専門家のかたの意見

等を聞きながら、今後、どのようにして決めていくかということは、検討してま

いりたいと考えております。 

 

◆帆苅謙治委員 分かりました。もう一つ、今、私が高校生くらいのときは年間

大体２俵の米を食べたのです。今は１俵を切っている中で、米余りになっている

と。だけれども、それによって米価が下落すると、その対策で、飼料用米を作る

とか、あるいは外国に売るという手法があると思うのですが、具体的といいます

か、今、言ったほかにもいっぱいあるのでしょうか。あるいは飼料用米はどの程

度できるのか、出せるのか、その辺をお聞かせください。 

 

◎小幡武志農産園芸課長 今後の米対策ということでございますが、米価下落の

中では、やはり主食用米を絞っていかないと、なかなか価格が維持、回復してい

かないという状況にございますので、平成 27 年度、県内で飼料用米は３万トン

程度の生産を目指して、今、取り組んでいるところでございます。また、将来的

な部分も含めれば、多様なニーズにきちんとこたえていって、太いパイプを作っ



ていくということが大事だと思っておりますので、そういった取組も進めていき

たいと思っています。 

 

◆帆苅謙治委員 生産して、余れば米価が下落するのは当然です。ちょうどいい

ように米を作って、結局、農地が余るわけです。そうすると飼料用米を作る。先

ほども言いましたが、外国に売ると。それでもまだはっきり言って余ります。そ

の際に、農地集積を増しながら、コスト低減を図るのは当然。その余ったところ

に野菜やいろいろな手法があるでしょう。そして、例えば、ビニールハウスを作

るというような補助制度も充実しているわけでしょう。その辺を少し教えていた

だけますか。 

 

◎小幡武志農産園芸課長 今ほど、委員から御指摘がございましたとおり、水田

フル活用の中で、非主食用米、主食用米を組み合わせて所得を確保していくとい

うことは当然でございますけれども、それと併せまして、やはり園芸との複合経

営というものを進めていく必要があると思っております。そういう面では、園芸

に関しては、施設化等につきましても、支援事業を用意しておりますし、特に新

年度の、水田を高度に利用した園芸振興に向けた新たな事業につきましても、当

初予算案でお諮りしているところでございます。 

 

◆帆苅謙治委員 それで専業として農家が成り立つ、いわゆる産業として成り立

つ農家というのは、常に知事が言っておりますけれども、そういうことでクリア

できますでしょうか。あるいは国の政策で今、民主党がやった直接補償ではなく

て、担い手に対する補助制度、担い手に特化してやるような政策も出ているよう

でありますが、その辺も少し教えてください。 

 

◎小幡武志農産園芸課長 他産業並みの所得を維持できるということについてで

ございます。私どもは、将来的に本県農業の担い手が経営を維持して、次世代に

もつなげていくということになれば、当然のことながら他産業並みの 400 万円、 

500 万円くらいの所得を上げられるような農業経営を目指していただけるように

支援してまいりたいと思っておりますし、今般の米価下落につきましては、国か

らもさまざまな手当てがされております。特に、コスト低減に向けて努力する農

業者に対して、稲作農業の体質強化緊急対策事業等も措置されているところでご

ざいます。 

 

◆帆苅謙治委員 畜産課長、県内で乳牛や豚などいろいろ飼われておりますけれ

ども、例えば、飼料用米はこの牛には２割与えられますよとか、３割がいいです

よとか、１割しかやれませんよとか、そういうものがあると思います。トータル

して飼料用米を作った場合、どの程度、供給できるのですか。例えば、新潟県内



の 100ある内の１割は飼料用米を使いますとか、そういう数字はないですか。 

 

◎石田司畜産課長 飼料用米がどのくらい畜産サイドで使えるかということかと

思います。国が家畜の種類ごとに試算しておりますものを、県の家畜の頭羽数に

当てはめてみますと、潜在需要量は県内で約６万トンという数字が出ております。

平成 27 年度は、先ほど、３万トンを目指すという話がございましたけれども、

作っても、畜産の需要はまだあるかというところでございます。 

 

◆帆苅謙治委員 県内の米といいますか、農地面積はどのくらいですか。何割く

らいかと言いましたが、６万トンというのはどの程度なのですか。 

 

◎石田司畜産課長 約６万トンを作るには、米の作られている面積の約１割に相

当すると思います。 

 

◆帆苅謙治委員 １割であれば、相当の足しになりますよね。県内のそういう畜

産農家の動きがどうなっているのかと。米そのものをすぐに食べさせられないわ

けでしょう。粉砕するとか、破砕するとか、そういうことをしないと、食べさせ

られないというような話も聞いております。したがって、そういう破砕機などは、

農家１戸で買えるような金額なのか。あるいは今までの補助率が、例えば、前は

３割だったような気がするのですが、今後、どのような対応をしていくのか。そ

の辺を教えてください。 

 

◎石田司畜産課長 米を食べさせるには、鶏であれば、破砕しなくても、そのま

ま食べさせられますけれども、牛、豚でありますと破砕が必要だということで、

今、取り組まれている皆さんがたは、もちろん破砕機を持っております。昨年秋

に緊急対策ということで、補助率が３割だったものを２分の１にということで、

共同利用であればそのまま購入補助もありますし、個人であればリースで導入で

きるということで、今、補助率が上がったというところでございます。 

 

◆帆苅謙治委員 大きいものも、小さいものもあるのでしょうが、何段階くらい

あって、幾らくらいするのですか。 

 

◎石田司畜産課長 個人で入れられているかたは、安いものであれば、米破砕専

用ということでもなくて、二、三十万円くらいの機械がありますし、共同で、あ

る程度大量に粉砕するという機械だと二、三百万円というような機械がございま

す。 

 

◆帆苅謙治委員 分かりました。畜産についてもう少し聞きます。今、飼料がず



っと高止まりでいると。上昇傾向にあるということですが、ということはもうか

らないということです。だけれども、最近の畜産物価格は、割合、堅調に推移し

ているということも聞いております。ところで、このところの畜産経営、具体的

に今の収益性を含めて現況がどうなっているのか教えてください。 

 

◎石田司畜産課長 最近の畜産の収益性ということでございますけれども、今ほ

ど、話のありましたように、飼料価格が高水準で推移している、高止まりという

ことで、ここ３年ほどで２割程度の上昇と。飼料費は生産コストの約半分を占め

ていますので、生産コスト全体では１割アップというような状況になっているわ

けですけれども、一方で畜産物の卸売価格が非常に堅調に推移しているというこ

とで、これもここ３年くらいで牛肉、鶏卵では約２割、豚肉に至っては約３割ほ

ど上昇しております。また、乳価につきましても、平成 25年 10月に５円アップ

したというような状況がございまして、これも含めて、いずれの畜種においても

改善基調で推移しているという状況でございます。ただ、個々の畜産経営を見ま

すと、繁殖がうまくいかないとか、病気が出るとか、そういうこともありまして、

個々には生産性を向上しなければならないというものもございますので、これら

につきましても、個別に指導、支援してまいりたいと考えております。 

 

◆帆苅謙治委員 畜産経営は何をすればもうかるかということでは、やはり安価

な飼料といいますか、半分かかるものを４割、３割と低減することしかないわけ

です。したがって、対策としては畜産農家として、先ほど申し上げましたように、

飼料用米も一つあります。だけれども、飼料用米も輸入してくるとうもろこし等

と比べて高ければ何にもならないので、その辺のコストの低減といいますか、飼

料費を低減するための取組はどのように考えていますか。 

 

◎石田司畜産課長 輸入飼料の相場というのは外部要因によるということで、ど

うにもならない部分でございます。したがって、経営体質を強化するためには、

生産性向上、コストの低減が重要になってくるわけでございますけれども、今、

やれること、やるべきことが飼料用米の活用ということになろうかと思います。

実際に、飼料コストを１割、２割低減している取組もございまして、これらは県

内各地の畜産農家がその取組を見に行ったりもしております。そういうものを参

考にしながら、飼料コストの低減を図るということと、先ほど言いましたように、

繁殖がうまくいかないとか、病気が出るとか、そういうものはありますので、ま

だまだ生産性向上の余地、伸びしろは畜産農家にあるというように考えておりま

すので、その辺はそれぞれ問題を解決していけるように、取り組んでいきたいと

考えております。 

 

◆帆苅謙治委員 飼料用米を作ると、国の補助金などもあったでしょうか。それ



と農地がどうしても余っているということになると、昔みたいに牧草を作るとか、

そういう手法はコスト面でどうなのですか。 

 

◎石田司畜産課長 国の交付金で米生産者側にそれなりの手当てがされているお

かげで、畜産サイドに手ごろな価格で供給いただけるというようなことでござい

ます。 

 それから、牧草や飼料作物をもっと作れないかということにつきましては、こ

れもなかなか畜産農家側での労働力やそういう問題もありますので、そういう面

につきましても、耕畜連携で進めていければと考えております。 

 

◎小幡武志農産園芸課長 飼料用米に対する支援の関係で、もう少し補足させて

いただきますと、数量払いになりまして、最大で 10アール当たり 10万 5,000円

の助成金になります。併せまして、多収性品種の新潟次郎等を使いますと、それ

に 10 アール当たり１万 2,000 円が足されます。さらに言いますと、その飼料用

米のわらを畜産農家にお渡しして、代わりに堆肥（たいひ）を頂いて投入する、

耕畜連携の取組をいたしますと 10 アール当たり１万 3,000 円がつきますので、

トータルでは 10アール当たり 13万円になります。 

 

◆帆苅謙治委員 私が勉強不足なのかもしれませんが、やはり酪農家、畜産農家

にそういう周知徹底といいますか、何とか飼料コストを下げていく方法を考えて

いただければありがたいと。いい制度もあるようなので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 もう一つ聞かせてください。越後杉ブランド認証材ということでずっと推進を

図ってきております。消費税がアップしたということで、駆け込み需要の反動減

も出て大変だったという話も聞いております。この消費税の引き上げに伴う反動

減によって、住宅建設の影響は大きいと思っておりますが、こうした中で、ふる

さと越後の家づくり事業の本年度の応募状況がどうなっているか教えてください。 

 

◎腰越啓司林政課長 ふるさと越後の家づくり事業の今年度の応募状況について

でございますけれども、１月末の時点で 575件ありまして、委員が先ほど言われ

ましたように、消費税増税前の駆け込み需要がありました昨年が 721件。それに

は及びませんけれども、一昨年の同時期には 552件ありまして、それよりも４ポ

イント程度、上回っている状況となっております。 

 

◆帆苅謙治委員 今年度は大体これで終わったということですか。まだあるので

すか。 

 

◎腰越啓司林政課長 今、３月中旬ですけれども、３月末までございます。まだ、



増える予想をしております。 

 

◆帆苅謙治委員 こういう地域資源である越後杉を使う中で、はっきり言って、

こういうものを確立していく必要があると考えるわけでございます。そのために

は、需要をしっかり確保していくことが肝要であります。ついては、越後杉の需

要を確保するため、県として、あるいは林政課として、今後どういう取組をして

いかれますか。 

 

◎腰越啓司林政課長 越後杉の需要の確保に向けた取組についてでございます。

木材の最大の需要先であります住宅分野に働きかけをするということで、今ほど、

話がありました、越後杉住宅の建設の支援を進めたいということでございます。

加えまして、素材の生産業者から製材業者、そして大工、工務店等の業者までを

メンバーとする、県産材の家づくりグループがありまして、その活動にも支援す

るということを考えております。また、住宅関係の情報紙に広告等を掲載するな

どのＰＲ活動に対しても支援して、越後杉の需要の確保に努めてまいりたいと考

えております。また、大工、工務店等の要望に迅速に対応するために、これまで

整備してきましたストックヤードの活用を通じまして、越後杉の即納体制の強化

を進めてまいりたいと考えております。 

 

◆帆苅謙治委員 逆行するような話をするようで申し訳ないのですが、越後杉と

いうのは、はっきり言ってけっこう高いです。ある程度、越後杉を何割か使わな

いと補助金が出ないわけでしょう。だから、条件を緩和して、プラス県産材を使

った場合はどうかというような話もたまに聞くのです。したがって、越後杉をブ

ランド品として売り出しているのは分かるけれども、条件を少し下げて、ほかの

県産材を使ってもいいよというような考えも、今後、必要なのではないかという

思いもしますが、検討の余地はないですか。 

 

◎腰越啓司林政課長 越後杉ブランド認証材を使った住宅だけに支援するのでは

なくて、ほかの県産材を使った住宅にも支援したらどうかという御提案でござい

ますけれども、まず、このふるさと越後の家づくり事業で、越後杉ブランド認証

材を使うということは、県産材の品質性能がきちんとしたものであるということ

を消費者のかたがたから分かってもらいたい。変な木材が行きますと、これは使

えないということになりますので、そういった意味で、越後杉ブランド認証材を

使ったところに支援していることがございます。また、この事業以外で、越後の

ふるさと木づかい事業があります。これは公共的な施設に越後杉ブランド認証材

をメインに使ったところに支援するものですけれども、外構等については越後杉

ブランド認証材だけではなくて、県産材を含めて、一定以上使った場合に支援す

るというような補助の内容にもなっております。越後杉ブランド認証材以外の県



産材を使っての補助につきまして、いろいろな状況を見まして、必要かどうかと

いうところを、少し研究してみる必要はあろうかと思っております。 

 

◆帆苅謙治委員 ぜひ、みんないい材料を使ってやりたいのは当然でありますし、

新築する若い人は大勢いますので、そういうかたがたにも県産材を使ってもらう

のは当然ですけれども、越後杉ブランド認証材の使用条件を少し下げて支援する

などについて、検討していただきたいと要望して、終わります。 


